
Symbiosis 　港区白金台にある自然教育園の境界のデザ
インをした。自然教育園は都内にありながら豊
かな緑を抱えている。しかし自然のままの姿を
残し、研究するというこの園の目的上、周囲は万
年塀に囲まれ、外部から内部の様子は窺い知れ
ない状況である。そこで敷地のコンテクストを
読みながら元の境界のラインに対し、にじみ出
し、にじみ込むようなもうひとつの境界を設定し
た。するとその2つの線の間に都市でもありなが
ら自然でもあるような場所がいくつか生まれる。
その境界の曖昧な部分を作ることで多くの人々
に自然教育園に触れる場所やアクセスを増やし、

自然教育園の豊かな緑を守りながら開放する。
　ところでタイトルの”Symbiosis”は生物学の用
語で相利共生という意味である。共生という言
葉にもいくつかあって、そのうち相利共生とは関
係する双方の生物種がどちらも利益を得ている
共生関係の事をいう。自然教育園と周囲の都市
環境、ひいては自然と人間がそのような関係に
なれないかと考え設計した。
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　台風・地震などの自然災害による洪水・土砂
崩れ・地滑りなどの災害が激甚化している。自
治体は急傾斜地の崩落による災害が想定され
る地域を「急傾斜崩落危険区域」に指定し、地
盤補強を行ったうえで崩落を誘発する行為を制
限している。人口密度の高い東京23区に急傾
斜崩落危険区域が７箇所指定され、そのうち4
箇所が赤羽駅周辺にある。敷地に選んだのは
東京都北区赤羽西二丁目の急傾斜崩落危険区
域である。敷地には急傾斜の崩落防止のために、
約1.2m間隔で鉄筋コンクリートのグリッドが被
されている。既存のグリッドを残しつつ、このグ

リッドを地盤補強構造体により新たな形に変換
する。新旧グリッドの対比による敷地と新たな構
造体との調和を意図した。敷地は急傾斜崩落危
険区域に指定されるとともにフェンスで囲われ
て立入禁止となっている。新たな地盤補強を追
加して崩落の危険性を低減することにより立ち
入り可能とし、人々に愛される景観に変える。
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